
            平成 24 年 4 月 25 日 

                              広島市立中島小学校 

                              校長だより 第 1号 

 子どもたちの心に種をまき、水を与え、光を与え、栄養を与え 

あせらず、あわてず、あきらめず、花の咲く日を待ちたいと、 

 この題をつけました。 

 

気高く  直く  たくましく 

     
  平成 24 年 4 月 6 日(金)、新 1 年生を迎えて、男子 191 名 女子 173 名 計 364 

名の子どもたちとの新しい 1 年が始まりました。 

  平成 23 年度の修了式では、校歌・校章に込められた願い・思いについて話しまし 

た。 

上の「気高く 直く たくましく」は、校歌の中にもあり、校訓として、掲揚台下にある 

石碑に刻まれている言葉です。 

   

平成 24 年度始業式・入学式では、次のように話しました。 

 「気高く」 

  「ぼくは、わたしは、中島小学校の子どもです」と、胸を張ってこたえることのできる

子どもになって欲しい。 

 「直く」 

  「ごめんなさい」「ありがとうございます」と心から言える子どもでいて欲しい。 

 「たくましく」 

  どんなことにも進んで取り組む心の強さをもつ子どもに育って欲しい。 

 

  職員一同、中島小学校の校訓に恥じぬよう本校教育の推進に取り組んでまいりま 

す。本年度も変わらずご支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

いつか花咲く日のために  
 



  なかじまっ子の感性から生まれる｢なかじま 五七五｣ 
平成 24 年度｢なかじま 五七五｣スタートの号です。 

 進級の喜び、驚き、学校や家庭のようす等々。春色の子どもの心が五七五に変身

しています。 

 

新しい学級・友達・学習に、心弾んでいるようすがよくわかります。 

     五年生  高学年だね  うれしいな              山本  桃加 

  五年生  かていかえいごで 初めてだ     亀谷 雅鈴 

  三年生  はじめてならう 理科社会      佐々木繁紀 

  三年生  わりざんたくさん たのしみだ    平位 建 

  算数で 十のだんの 九九ならう        大下 貫太 

リコーダー うまくなるかな たのしみだ    灘  凌香 

  リコーダー ふいてみたら 音がでた      野口七菜恵 

しゅうじがね うまくなりたい ３年で     谷口 修一 

  べんきょうは たいへんだけど がんばるぞ   中常 彰人 

クラスがえ 友だちたくさん できるかな    藤田 凜 

  クラスがえ ドキドキしてた よかったね    松下 葵 

  うれしいな 校てい一しゅう まわれたよ    渡邊 舞南 

  うれしいな みんなあそべて しあわせだ    山地 淳志 

  さんかんび なによりいちばん たのしみだ   福原 悠斗 

   

笑顔いっぱいの校庭が目に浮かびます。 

   ひらひらと ピンクのさくら おどってる    稲田 緑里 

  よらくえん たけのこみつけ したんだよ    池本 茉衣 

   

家族とも桜色の時を過ごしています。 

  おかあさん いつもりょうり ありがとね    占部 貴輝 

  じいちゃんと ゴルフの練習 たのしいな    山下 征也 

 

子どもの笑顔は甘くてやさしい安心薬。 

   うれしいな ぴかぴかえがおの こどもたち     保 護 者 

 

昨年受け持った子どもと下校時の渡り廊下で。 

「元気だね」「うん」の子どもと 笑み交わし    詠み人知らず       

 

昭和２０年本校第４７期卒業生の皆さんに西門に咲く桜の話をききました。          

  八重桜 こめたおもいに 涙する       久松ひとみ 


